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会合議事録	
 

	
 

研究会名：構造物性研究会、キラル磁性・マルチフェロイックス研究会 

日	
 	
 時：平成 25年 1月 12日 

場	
 	
 所：名古屋大学 ES館 033講義室 

出席者：森吉千佳子、加藤健一、藤原明比古、杉本邦久、青柳忍、中尾裕則、

巽修平、有馬孝尚、澤博、若林裕助、鈴木基寛、石井賢司、井上克也、久保田

佳基、大隅寛幸、西堀英治 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 計 16名 

 
議題： 

本合同研究会は、物性科学分野における SPring-8の利活用について会員間で最

新の情報を共有するために、最近の研究成果や SPring-8のビームラインの現状

についてお話しをいただく。また、SPring-8次期計画についての説明を頂き、

SPring-8次期計画および次期 SPring-8の利活用について、会員間で議論する。 

 

----------------------------- 

プログラム 

----------------------------- 
18:45-18:50 開会の挨拶 

	
 	
 （構造物性研究会代表	
 東京大学：有馬孝尚） 

	
 	
 （キラル磁性・マルチフェロイックス研究会代表	
 広島大学：井上克也） 

18:50-19:10 BL02B1を用いた誘電体結晶の時分割構造計測 

	
 	
 （広島大学:森吉千佳子) 

19:10-19:20 偏光Ｘ線が可能にする放射光磁気構造計測 

	
 	
 （RIKEN:大隅寛幸) 

19:20-19:30 Ｘ線非弾性散乱の現状と将来 

	
 	
 （原研：石井賢司） 

19:30-19:35 SPRUCにおける研究会活動 

	
 	
 （RIKEN/SPRUC庶務幹事：西堀英治） 



19:35-20:05 SPring-8次期計画の概要 

	
 	
  (JASRI/鈴木基寛） 

20:05-20:30 総合討論 次期 SPring-8でのサイエンスについて 

	
 	
 （司会 JASRI:藤原明比古） 

 

 

議事内容： 

１．有馬孝尚，井上克也両研究会の代表から挨拶があった。 

２．森吉千佳子（広島大学），大隅寛幸（理研），石井賢司（原研）各氏より

回折，磁気散乱，非弾性散乱の最近の研究について発表があった。各氏の研究

内容に加えて最近の分野の研究動向についても紹介があった。発表内容につい

ては、最後に試料として添付。 

３．西堀英治氏より SPRUCにおける研究会活動について紹介があった。研究会

では研究活動に加えて， SPring-8利用者の動向調査，特に次期計画に関する意

見徴集を行うことが説明された。 

４．鈴木基寛（JASRI）氏より SPring-8次期計画の概要について説明がされた。

５．鈴木基寛（JASRI）氏の発表終了後に藤原明比古（JASRI）を司会として次

期計画に対する質疑を受け付け，随時討論を行った。 

 
以下に主な意見を列挙する。 

＊ 光源の性能が向上することにより従来の実験が行えなくなることがあるので

はないか。自動的に現状とは変わってしまうことを示して欲しい。 

＊ シャットダウン期間は１年以内と見込んでいるが，実験ができるまでには実

質的にはもっとロスの時間は多いのではないか。 

＊	
 分光結晶など現在のハードウエアがそのままで使用できるのか 

＊	
 電子ビームの位置の安定性はどうなると予想されるのか。 

＊	
 硬 X線のことが中心で話されているが、軟 X線領域はどうなるのか。 

＊	
 時間領域についてはどのようなスペックを想定しているのか。 

＊	
 ビームラインの構成等について例を示して、エンドユーザーが使うところ

までの計画を見せてほしい。 

＊	
 次期計画に関わらず、すべての BLがスクラップ＆ビルドを考えなければな

らない。新しい技術開発を始めなければならない時期なのではないか。そのた

めには，施設側とユーザーとの間でより具体的な内容について意見交換をする

機会を多く持つことが大変重要である。 



*会合で使用した	
 資料	
 











	
 

	
 













	
 







	
 



	
 


